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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本の伝統演劇（能、人形浄瑠璃、歌舞伎）に見られる「夢」の表象の独
自性を、比較演劇の観点から通時的にあきらかにするものである。
３名の研究者は、延べ4度の国際学会での発表を行い、能、人形浄瑠璃、歌舞伎それぞれの観点から「夢」の表
象について論じてきた。一連の考察の結果、能は語りの枠構造によって夢の時空間を創造的に体験させる、すな
わち舞台上に表象しないのに対し、歌舞伎・人形浄瑠璃では装置や大道具によって夢の時空間を直接的に舞台上
に表象するという性格が明らかになった。
これらの知見をもとに、2、3年後には英語による研究書を刊行する予定である。

研究成果の概要（英文）：This study aims to diachronically clarify the uniqueness of the 
representation of "dreams" in traditional Japanese theater (Noh, Ningyo Joruri, and Kabuki) from the
 perspective of comparative theater.
The three researchers have made a total of four presentations at international conferences, 
discussing the representation of "dreams" from the perspectives of Noh, Ningyo Joruri, and Kabuki. 
As a result of this series of discussions, it became clear that Noh plays creatively experience the 
time and space of dreams through the frame structure of the narrative, i.e., they are not 
represented on stage, whereas Kabuki and Ningyo Joruri directly represent the time and space of 
dreams on stage through devices and large props.
Based on these findings, we plan to publish a research book in English in a few years.

研究分野： 演劇学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
研究代表者および研究分担者は、いずれも本研究によって得られた知見を国際学会にて発表している。これまで
かえりみられることのなかった演劇における「夢」の表象について、その成果をひろく海外に問うた。
文学における夢の表象に関しては、江口孝夫『日本古典文学　夢についての研究』（風間書房、1987）があり、
夢の精神史一般については石橋臥波『夢』（宝文館、1907）をはじめとして古川哲史『夢　日本人の精神史』
（有心堂、1967）などがある。しかし、これらは文字に定着した材源をもとにしており、文字をさらに身体によ
って立体化した演劇というメディアの特性にまで言及していない。本研究の独自性をもつ所以である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 演劇研究における最大のテーマのひとつは「リアリズム」であろう。リアリズムはたんなる写
実主義でも、ましてや実物主義（アクチュアリズム）でもなく、様々な表象をもつ。たとえば最
もリアリズムから遠いと考え得る不条理演劇にすら、ハロルド・ピンターのように「リアリズム
的状況」と「状況の根本的不条理」が矛盾なく同居する例を見ることができる。逆に日本の能や
人形浄瑠璃のように、リアリズムから最も遠い（前者は抽象的表現、後者は人形による表現）演
劇からリアルな現実を看取することはそれほど困難ではない。つまり「リアリズムとは何か」と
いう命題への結論は出ていないのである。 
 ひるがえって、リアル（現実）の諸相を裏から照射しうるものに「夢の表象」がある。文学や
演劇に効果的に利用されてきた夢という素材は、リアリズムからの大胆な離脱であり、かつ深層
心理と関わり、夢を介して人間存在への理解を促すしかけでもある。 
本研究は、「リアリズム」への問題意識を背景としつつ、その対極にある夢の表象の分析を行

う。むろん「リアリズム」研究を遠くににらんでいる。 
 
２．研究の目的 
夢という人間にとって普遍的な現象を演劇として再現（表象）する場合、語りや上演の技法に

どこまで普遍性があるのか、あるいは歴史的文化的固有性はどこに生じるのかという点につい
て探究することが本研究の目的である。 
日本の古代から中世にかけての文芸においては、夢は神託・予言といった機能を有していた。

夢に関する先行研究が一致して述べるところである。中世の能においても「夢幻能」の語が示す
通り、霊界からの人物による夢を表象することが一般的であると考えられている。しかし一方で
「夢幻能」は近代あるいは西洋演劇的な見方であることもまた否定できない。こうした先入観を
取り払った能の「夢幻」性について考察する必要がある。 
いっぽう、近世の歌舞伎・人形浄瑠璃の夢の表象に関する先行研究はきわめて少ない。特に歌

舞伎に関する夢の研究はまったく等閑視されてきたと言わざるを得ない。近世の演劇には大道
具やカラクリ、さらに歌舞伎においては早替りなどといった演劇的装置が準備されており、これ
らと夢との先後関係、因果関係についてはつきとめられていない。こうした問題について探究す
ることが本研究の目的のひとつである。 
 
３．研究の方法 
本研究にでは、能においては謡曲によってその語りを分析する。人形浄瑠璃においては丸本

（出版された台本）を、歌舞伎においては台帳と絵入狂言本および役者評判記をもちいる。これ
らはきわめてオーソドックスな文献研究の手法といってよかろう。 
ただし本研究の独自性は、比較演劇学による分析にある。すなわちバロック的（非古典主義的）

演劇や反自然主義的演劇との比較である。また、比較演劇学の視点を採り入れることにより、夢
の表象の歴史的文化的固有性を明らかにする。 
従来の能・人形浄瑠璃・歌舞伎研究は、各々の研究の枠組みの中で自足した結果、通時的・共
時的な広がりを失い、またテーマ的な研究に対する関心を忘れたかのようである。 
本研究では、東西に共通する「異界」（another world）、変容（transformation）、周辺（periphery）、

「劇中劇」（play within the play）などといった概念を用いて従来の枠組みを取り払おうとした。
相応の成果は認められたと考えている。 
 
４．研究成果 
 横山（研究分担者）は 2022年度アイスランド・レイキャビクにおける IFTR（国際演劇学会）
にて「Dream as a Narrative Device in Noh」を発表した。本発表は、能の語りにおける夢の表象に
ついて考察したものである。なお岩井（研究代表者）と小田中（研究分担者）もこの国際会議へ
の発表を採択されていたが、新型コロナウイルスによる渡航制限（所属機関による）のため、か
なわなかった。 
 岩井と小田中は、ベルギー・ヘントにて 2023年 8月開催された EAJS（ヨーロッパ日本研究協
会）国際大会において、それぞれ「 The dream in kabuki moving toward modern unconsciousness」
（岩井）、「Japanese dream culture and the representation of dream in bunraku」（小田中）のタイトル
で発表を行った。前者は、歌舞伎に現れる「夢の場」を分類整理し、夢幻的場面の表象が先行す
る過程で、人物の潜在意識が夢となるという近代への萌芽がみられることを指摘した。後者は、
近松門左衛門をはじめとする人形浄瑠璃の夢の表象を比較演劇的視点から分析した。最終年度
で能・人形浄瑠璃・歌舞伎に見られる「夢」の表象研究が出揃ったわけである。 
 なおこの間、研究代表者と研究分担者 3名は、新型コロナウイルスによる自粛期間においては
zoom や E-mail を用いて情報交換し、2022年度は 1度、2023年度は 2度対面のミーティングを
行っている。 
 その結果、能は語りの枠構造によって、夢の時空間を創造的に体験させる（夢の時空間を舞台



上に表象しない）ことがわかった。一方、近世演劇（人形浄瑠璃・歌舞伎）では大道具やカラク
リによって、夢の時空間を舞台上に表象する。プロット上の必要から夢の場面が設定され、それ
を現前せしめるために大道具やカラクリが用いられたのか、逆に大道具やカラクリを見せるた
めに夢の場面が設けられたのか、その関係性はあいまいである。しかし台本の悉皆調査の結果、
後者の見解が有力であることが明らかになった。すなわち従来の夢の表象に関する諸説は根本
から見直されなければならないのである。ただし、近代を目の前にした歌舞伎作品には一種フロ
イト的な夢の表象も見うけられることは記憶してよい。 
 なお、岩井はこれらの成果を論文「日本近世演劇における夢の表象」（『名城大学人文紀要』135）
にまとめている。 
また、本研究の成果は数年後に英語の研究書として上梓する（2026年度予定）。 
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